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はじめに 

 

 セミは地中で数年間幼虫時代を過ごすので、生息場所からあまり移動せずその土地の環境変化の影響

を受けやすいと推測されることから、その地域の自然環境を計るモノサシ（指標生物）として期待され

ます。また、セミの抜け殻は子どもでも簡単に採取でき、採取しても自然に与える影響が小さくて済む

などから「セミの抜け殻による調査」は全国各地の個人・団体によって実施されてきました。しかし、

今までは個々の調査の手法はバラバラでそのデータの信頼性にも差がありました。 

  そこで「セミの抜け殻しらべ市民ネット」は、２００９年から(財)日本自然保護協会自然観察指導

員の有志を中心とした市民ボランティアによって「セミの抜け殻しらべ」を統一した手法で継続的に実

施することで信頼性の高い基礎的情報を収集すると共に、セミの生態の変化からその地域の環境変化に

気づこうという試みを始めました。 

  ２０１０年の調査では多くの市民ボランティアの協力の下、全国32か所の調査地で57のサイトにて

調査が行われ、32,065個の抜け殻を採取・判別しました。今回の報告書は、集められたデータを解析し

そこから見えてくることをダイジェストにまとめ、資料として調査地点毎に整理した調査結果票などを

添付いたしました。 

  調査に参加し貴重なデータをお送りいただいた全国の皆様に感謝申し上げると共に、今後も全国各

地での継続的な調査を実施していくために多くの皆様の参加をお願い申し上げます。 

  最後に２０１０年度の活動を支援していただきました財団法人国際花と緑の博覧会記念協会に御

礼申し上げます。 

２０１１年３月３１日 

セミの抜け殻しらべ市民ネット  会長  田邉貞幸 
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１．2010年度 セミの抜け殻しらべについて 

 本章では、2010年に実施したセミの抜け殻しらべについて、各地点で収集したデータを集計、俯瞰し、

成果について解析をするものである。本章に先立ち、日頃よりご指導いただいている橋本浩二氏、林正

美博士に厚く御礼申し上げたい。 

 

２．調査方法 

  調査は、2010年７～9月に3回以上、任意に選定した調査地において、100㎡ほどのサイトを設定、

そのサイト内において、調査者の手の届く範囲にあるセミの抜け殻をすべて収集するという手法で実施

された。また、調査サイトの周辺の環境（平地、里山・丘陵など）、調査地の様子（都市公園、自然公

園・保存緑地など）、調査地の地面（一面に下草・落葉、下草・落葉がまばら、地面が露出）について

記録した。調査者は、定められた調査票に、収集結果や調査サイトの情報を記入し、抜け殻とともに再

検者へ送付した。再検者は、種の同定、調査票のチェックなど、データの信頼性を高める作業を行った。

なお、詳細は「資料１．セミのぬけがら調査 調査手引書」を参照されたい。 

 

３．データの解析 

データの解析は首都圏23サイトと関西圏13サイトについて種構成の比較検討し、全サイトを対象に、

採集種数が4種以上のサイトと3種以下のサイトについての環境との関係、種毎にその種が採集されたサ

イトと採集されなかったサイト、あるいは一定比率以上、未満のサイトに群分けして環境の比較を行っ

た。 

統計解析にはFisher's exact testを用い有意差検定を行い P＜0.05 を有意差ありとした。 

  

４．調査結果 

（１）調査の概要 

  本調査における各サイトの種および雌雄別抜け殻採取数を表1に、各サイトの環境を表2に示した。

15都府県の32調査地の57サイトで32,065個体の抜け殻が収集された。収集された種は、ニイニイゼミ 

Platypleura kaempferi、エゾゼミ Tibicen japonicus、クマゼミ Cryptotympana facialis、アブラ

ゼミ Graptopsaltria nigrofuscata、ヒグラシ Tanna japonensis、ミンミンゼミ Oncotympana 

maculaticollis、ツクツクボウシ Meimuna opaliferaの７種であった。このうち、最も多かったのは

アブラゼミで全体の70.4％を占め、クマゼミが10.8％、ニイニイゼミが7.0％、ミンミンゼミが6.0％、

ツクツクボウシが4.8％、ヒグラシが0.7％、エゾゼミが0.1％であった。サイトの周辺の環境は平地
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70.2％、里山・丘陵28.1％、その他1.8％、調査地様子は、都市公園68.4％、自然公園・保存緑地12.3％、

その他19.3％、調査地の地面は一面に下草・落葉35.1％、下草・落葉がまばら43.9％、地面が露出2％

であった。 

 

（２）首都圏と関西地区の比較   

首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）14調査地、28サイト、及び関西地区（兵庫県、大阪

府）9調査地、12サイトについて、両地区での種の構成比率を比較した（図１）。首都圏の最優占種は

アブラゼミであり、28全サイトで採集され、抜け殻全体の72.2％を占めていた。またミンミンゼミは25

サイトで採集され、9.8％、ニイニイゼミが22サイトで採集され、9.4％、ツクツクボウシが20サイトで

採集され、7.7％を占めていた。またクマゼミが採集されたのは4調査地6サイトのみで0.4％であった。 

一方、関西地区では、最優占種がクマゼミであり、11のサイトで採集され、50.4％を占めていた。

アブラゼミがこれに続き全12サイトで採集され、46.0％、この2種以外の生息はそれぞれ2％未満であり、

首都圏と関西地区で、種の構成に有意差が認められた。 

 

（３）採集種数が4種以上のサイトと3種以下のサイトの比較 

それぞれのサイトで採集された種数について、4種以上採集されたサイトと3種以下のサイトに分け

て、周辺の環境、調査地様子、調査地の地面について群間の比較を行った（図２a、図２b、図２c）。

「周辺の環境」に差は認められなかった。「調査地の様子」は4種以上群に「自然公園・保存緑地」が

多い傾向が見られたが、4種以上群、3種以下軍の両群間に有意差は認められなかった。「調査地の地面」

は4種以上群には「下草・落葉がまばら」が多く、3種以下群では「一面に下草・落葉」が多く、「地面

が露出」には差が無かった。両群間に有意差（P<0.05）が認められた。 

 

（４）採集された種と調査地の環境 

以下に種毎にどういう環境で抜け殻が多く採集されているかを解析した。 

＜アブラゼミ＞ 

最も、多く採集されたアブラゼミは既に記載したように全体の70.4％を占め、山梨県北杜市の２サ

イトを除く55サイトで採集されている。今回アブラゼミの構成比率が70％以上の25サイトと70％未満の

32サイトに分けて、周辺の環境、調査地様子、調査地の地面について群間の比較を行った（図３a、図

３b、図３c）。70％未満群で「里山・丘陵」「自然公園・保存緑地」「一面に下草・落葉」が多い傾向

が見られたが、いずれも群間に有意差は認められなかった。 
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＜クマゼミ＞ 

クマゼミは全体の10.8％を占め特に静岡以西では殆どのサイトで採取され、前述のように関西地区

では、その比率が50.4％を占めた。特に神戸市の処女塚古墳と西宮市のからたち公園ではそれぞれクマ

ゼミの構成比が99.5％、89.1％と高かった。両サイトはどちらも都市公園で地面が露出している。また、

首都圏では葛西臨海公園、代々木公園、大泉公園、蕨市民公園でクマゼミの抜け殻が採集されている。

また、愛知県、静岡県の各サイトでもクマゼミが採集され、クマゼミの構成比はそれぞれ28.5％、13.7％

であった。 

クマゼミの抜け殻が採集された23サイト（＋群）と採集されなかった34サイト（－群）に分けて周

辺の環境、調査地様子、調査地の地面について群間の比較を行った（図４a、図４b、図４c）。「都市

公園」「地面が露出」で多い傾向が見られたが、いずれも群間で有意差は認められなかった。 

＜ニイニイゼミ＞ 

ニイニイゼミは全体の7.0％を占め、36のサイトで収集された。首都圏では9.4％、関西地区では

1.7％と首都圏で多く採取されていた。ニイニイゼミの構成比率が1％以上の29サイトと1％未満の28サ

イトに分けて、周辺の環境、調査地様子、調査地の地面について群間の比較を行った（図５a、図５b、

図５c）。1％以上群では「下草・落葉がまばら」が多く、1％未満群では「一面に下草・落葉」が多く、

調査地の地面について両群間で有意差（P<0.01）が認められた。また、1％以上群で「自然公園・保存

緑地」が多く、１％未満群では「都市公園」が多い傾向が見られたが、有意差は認められなかった。 

＜ミンミンゼミ＞ 

ミンミンゼミは全体の6.0％を占め30のサイトで収集された。首都圏では9.8％、関西地区では0.6％

とニイニイゼミと同様に首都圏で多く採取されていた。ミンミンゼミが採集された30サイト（＋群）と

採集されなかった27サイト（－群）に分けて、周辺の環境、調査地様子、調査地の地面について群間の

比較を行った（図６a、図６b、図６c）。＋群では「下草・落葉がまばら」が多く、－群では「一面に

下草・落葉」が多く、調査地の地面について両群間で有意差（P<0.01）が認められた。また、＋群で「自

然公園・保存緑地」が多く、－7群では個人邸宅、街路を含む「その他」が多い傾向が見られたが有意

差は認められなかった。 

＜ツクツクボウシ＞ 

ツクツクボウシは全体の4.8％を占め26のサイトで収集された。首都圏では7.7％、関西地区では

0.3％とニイニイゼミ、ミンミンゼミと同様に首都圏で多く採取されていた。ツクツクボウシが採集さ

れた26サイト（＋群）と採集されなかった31サイト（－群）に分けて、周辺の環境、調査地様子、調査

地の地面について群間の比較を行った（図７a、図７b、図７c）。ミンミンゼミと同様、＋群では「下
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草・落葉がまばら」が多く、－群では「一面に下草・落葉」が多く、調査地の地面について両群間で有

意差（P<0.05）が認められた。また、＋群で「自然公園・保存緑地」が多い傾向が見られたが、有意差

は認められなかった。 

＜ヒグラシ＞ 

ヒグラシは全体の0.7％で、抜け殻が採集されたサイトは11サイトであった。首都圏では国分寺X山

A及びBサイト合わせて16.4％、横浜都築中央公園3.7％、都立井の頭恩賜公園1.5％、石神井公園0.1％

の5サイトで採集されたが、首都圏全体での構成比率は0.4％であった。関西地区では神戸市東灘区の寒

天橋付近の1サイトのみでの採集であったが、このサイトでは63.2％がヒグラシであり、関西地区全体

での構成比を1.0％に引き上げていた。首都圏、関西地区以外では山梨県北杜市の別荘地の5サイトのみ

であった。ヒグラシが採集された11サイト（＋群）と採集されなかった46サイト（－群）に分けて、周

辺の環境、調査地様子、調査地の地面について群間の比較を行った（図８a、図８b、図８c）。ヒグラ

シの採集されたサイトは「平地」よりも「里・丘陵」、「都市公園」よりも「自然公園・保存緑地」が

多かった。 

＜エゾゼミ＞ 

エゾゼミは山梨県北杜市の別荘地4サイトと青森市立大駐車場の計5サイトのみで採集された。 

 

５．考察 

本調査では、15都府県の32調査地の57サイトで32,065個体の抜け殻が収集された。調査地は東京都

で11調査地22サイト、兵庫県では8調査地11サイトで実施されたものの、他の府県では１又は２調査地

での調査であり、それらのデータをもって各都府県でのセミの生息実態を比較できるだけの十分なデー

タとは言えない。 

首都圏および関西地区については、首都圏が14調査地、28サイト、関西地区が9調査地、12サイトの

調査ができたことから、両地区での種の構成について比較を行った。首都圏の最優占種はアブラゼミ

（72.2％）であり、ニイニイゼミ、ツクツクボウシが7～10％程度採集されたのに対し、関西地区では、

最優占種がクマゼミ（50.4％）でアブラゼミ（46.0％）が続き、2種以外の生息はそれぞれ2％未満と僅

かであり、首都圏と関西地区で、種の構成に有意差が認められた。しかしながら、個別のサイトを見て

みると、種の構成比は大きく異なっており、首都圏でも蕨市民公園や葛西臨海公園のようにアブラゼミ

とクマゼミが主体のサイトが見られ、逆に関西地区でも寒天橋付近のように、クマゼミが採集されずヒ

グラシを主体にニイニイゼミ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボウシがバランスよく採集されて

いるサイトもある。このように同じ地区の中でも、種構成が異なってくる理由について検討することが
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重要と考えられた。 

そこで、各サイトで採集された種の数が4種以上のサイトと3種以下のサイトに分けて集計し、その

環境の違いを検討した。4種以上群に「自然公園・保存緑地」が多い傾向が見られた。これは「都市公

園」に比べ、植生や生物多様性が豊かと考えられる「自然公園・保存緑地」の方が、様々な種の生息に

適応する可能性を示すと思われる。また、4種以上のサイトで「下草・落葉がまばら」が多く、3種以下

群では「一面に下草・落葉」が多かったことから「一面に下草・落ち葉」の環境が、種によっては、生

息しにくい環境である可能性が考えられた。 

次に、種毎に採取状況とその環境の関連を検討した。クマゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボウシ、

ヒグラシについては、1個でも採集されたサイト（＋群）と1個も採集されなかったサイト（－群）を比

較した。アブラゼミは多くのサイトで採集されたことからアブラゼミの構成比率が70％以上の25サイト

と70％未満の32サイトに分けて比較を行った。ニイニイゼミについてはニイニイゼミの構成比率が1％

以上の29サイトと1％未満の28サイトに分けて比較した。 

アブラゼミは周辺の環境、調査地の様子、調査地の地面いずれにおいても＋群、－群の2群間に有意

差を認めず。環境に左右されずに生息が可能と考えられた。しかしながら、アブラゼミの構成比率が20％

未満のサイトが9サイトあった。このうち山梨県北杜市の5サイトと神戸市東灘区の寒天橋付近の計6サ

イトはヒグラシが優先種となっており、自然度の特に高い地域ではヒグラシなど自然度の高い環境を好

む種が優占種となる、あるいはアブラゼミが生息しにくい可能性が考えられた。その様な地域では、ア

ブラゼミの構成比率の上昇が環境の変化（自然度の低下）の指標になり得る可能性がある。例えば、山

梨県北杜市のサイトでは毎年調査を行っているが、森林の伐採に伴って、アブラゼミの比率が上昇する

傾向が見られている。一方、神戸市東灘区の処女塚古墳、西宮市のからたち公園はクマゼミが優先種で

それぞれ99.5％、89.1％がクマゼミで占められていた。これらの調査地は地面の土が露出している都市

公園で、このような関西地区のサイトではクマゼミによりアブラゼミが排除されている可能性が考えら

れた。 

クマゼミは周辺の環境、調査地の様子、調査地の地面いずれにおいても＋群、－群の2群間に有意差

は認められなかった。このことは、今後様々な環境でクマゼミが生息域を広めてくる可能性を示唆する

と考えられる。 

クマゼミは関西地区では最優占種であることは前述のとおりだが、愛知県、静岡県の各サイトでも

クマゼミがアブラセミに次ぐ構成比で採集されおり、関西から静岡県までの太平洋岸ではクマゼミが広

く分布していることが推察された。首都圏でクマゼミが採集されたのは14調査地、28サイト中、葛西臨

海公園、代々木公園、蕨市民公園、大泉公園の4調査地6サイトであり、クマゼミが進出していることは
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証明されたものの、その範囲は限定的であった。抜け殻は採集されなかったものの、日比谷公園、井の

頭恩賜公園、千葉県流山東福寺ではクマゼミの声が確認されていて、今後定着し抜け殻が採集されるよ

うになる可能性も高い。 

東京では葛西臨海公園のように海沿いの公園でクマゼミが多く生息していると言われているが、蕨

市民公園、大泉公園など、海岸から距離のある調査地でも採集された。蕨市民公園は以前から局地的に

クマゼミが多いことが知られている。クマゼミの北上の原因は地球温暖化が関与していると考えられる

が、クマゼミ自身の移動による生息範囲の拡大以上に、樹木の移植や子供により関西地区から成虫を持

ち帰ったものが首都圏の公園に放されるなど、人為的に移動したものが温暖化により越冬、繁殖が可能

になった可能性も高いと考えられている。 

ニイニイゼミが１％以上のサイトは１％未満のサイトに対し、また、ミンミンゼミ、ツクツクボウ

シが採集されたサイトは採集されなかったサイトに対し、いずれも「下草・落ち葉がまばら」なサイト

が多く、「一面に下草･落ち葉」が少なかった。この結果は、これらのセミがアブラゼミやクマゼミの

ように地面の状態の違いで差が認めなかったのに対し、一面に下草や落ち葉で覆われている場所を好ま

ない可能性を示唆している。しかしながら、ニイニイゼミが30％以上の8サイトを見ると「下草・落ち

葉がまばら」なサイトが4箇所、「一面に下草･落ち葉」のサイトが4箇所と差を認めない。このことは、

必ずしも「一面に下草･落ち葉」という環境がニイニイゼミにとって不都合ではないことを示す。また、

ニイニイゼミが多いサイト、ミンミンゼミが多いサイト、ツクツクボウシが多いサイは必ずしも一致し

ておらず、これらの構成比に影響する因子には、下草や落ち葉の状態だけでは示すことのできない別の

因子が関連していることが示唆された。今後、それぞれのセミの発生に関与する可能性のある因子、例

えば産卵する樹木の種類、地表の硬さ、地中の温度、水分量などとの関係について更なる調査が必要と

考えられた。 

今回の調査で日比谷公園、横浜都築中央公園、兵庫県の西神中央公園のように、ひとつの調査地で

複数サイトを調査した際、同じ調査地あるいは公園内でもサイト毎に種の構成比が大きく異なることが

認められた。これら同じ調査地内での構成比の違いは、構成比に影響する因子を知る上での手掛かりに

なるかもしれない。日比谷公園では環境での比較ができるように植生の異なる調査サイトを設定し、植

生と構成比の関連を見ようと試みている。（添付の「2010年度 日比谷公園セミの抜け殻調査結果報告」

参照） 

この報告書では詳細は触れないが、今回調査した調査地の中には数年にわたって調査を継続してい

る場所もある。毎年、調査を継続することにより、年毎の変動が見られてきている。例えば、東京の外

堀公園では、2009年まではアブラゼミよりミンミンゼミが多く採集されていたが、2010年はアブラゼミ
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とミンミンゼミの構成比が逆転した。日比谷公園でも7つのサイトについて、2010年と同じ手法で2009

年度も調査しており、前年に比べニイニイゼミ、アブラゼミが増加し、ミンミンゼミ、ツクツクボウシ

が大幅に減少した。セミの羽化数の経年変化は幼虫として地下で過ごす期間と相関する一定のサイクル

がある可能性が考えられる。例えば、ある種が特に多く羽化した年の何年後かに同じように多くの羽化

が観察されることが繰り返される可能性がある。その極端な例が海外の１３年ゼミや１７年ゼミである。

一方で、2009年と2010年はセミの羽化時期の天候が大きく異なっていた。すなわち、2009年のニイニイ

ゼミの羽化時期である7月は雨天で気温の低い日が多く、梅雨明けが遅かったのに対し、2010年は早く

から梅雨明けとなり、7月から猛暑が続いていた。このような天候の違いが、セミの羽化数に影響する

かは不明であるが、今後継続して調査することにより検証していく必要があると考える。 

今回セミの抜け殻調査でいくつかの課題も出てきている。まず、抜け殻によるセミの調査は鳴き声

に比べて感度が悪いという欠点がある。実際、東京の複数の調査地では、クマゼミの声を確認しながら、

抜け殻は採集されなかった。これに関しては、抜け殻が採集できなかった種についても、声を確認でき

た場合には記録を参考データとして確実に残すようにする必要があると考えられた。また、今回の調査

では、東京都と兵庫県では十分な調査地数、サイト数が確保できたが、調査されていない道府県が多く、

また調査された府県でも、調査地やサイトの数は限定的で、その府県の全体像を把握するには不十分で

あった。今後さらに、調査サイトを増やせるよう参加者を増やしていく必要性を感じる。また、今回の

調査で、セミの種構成と環境に何らかの関係があることは推察できたが、セミの一生のうち枯れ枝など

樹上での産卵時、孵化時、地中で過ごす幼虫期、そして地中から樹上へ移動する羽化時のどの時点の環

境を反映するかは必ずしも分かっていない。環境の変化や気候の変動とセミの種構成と羽化数の相関を

長期的視点で検討していく必要があると思われる。 

セミの抜け殻しらべ市民ネットでは、セミの抜け殻を調査を通じて身近な環境の変化を感じ取るこ

とを目的としている。今回の調査で、抜け殻の構成比が調査地の環境となんらかの関係があることが示

され、指標生物としての有用性が確認できた。セミは都市公園など身近な場所でも数多く生息しており、

しかも本州の都市近郊で収集される種数が限られていること、抜け殻による種の同定は比較的容易で、

コツをおぼえれば小学生でも可能であり、さらに採集後の検証もしやすい。また、生きているセミを傷

つけることなく、抜け殻を利用している生物も知られていないことから、環境や生態系に与える影響が

小さい調査ができる。このように、セミの抜け殻調査は、幅広く一般市民の参加が可能な環境調査の一

つと考えている。 

セミは一般市民にとって最も身近な昆虫の一つであり、子供の頃の思い出のひとつでもある。「昔

はクマゼミはいなかった。」「ニイニイゼミがたくさんいたのに、最近見ていない。」というような声
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を多く聞くが、その頃のセミの生息状況のデータはなかなか見つからない。セミの抜け殻調査を継続し

てデータを残し、環境の変化を追うことがセミの抜け殻しらべ市民ネットの使命と考えている。 

 

セミの抜け殻しらべ市民ネット 

小久保雅之 

田邉 貞幸 

 槐 真史   
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表１　各サイトの種、雌雄別抜け殻採集数 1

都道府県名調査地名 サイト名 総計

兵庫県 神戸市垂水区学が丘南公園 　  ６地区 4 0.3% 0 0.0% 283 20.3% 0 0.0% 0 0.0% 1109 79.4% 0 0.0% 1396

　  ７地区 0 0.0% 1 0.6% 45 25.9% 0 0.0% 0 0.0% 128 73.6% 0 0.0% 174

　  ８地区 0 0.0% 0 0.0% 52 57.1% 0 0.0% 0 0.0% 39 42.9% 0 0.0% 91

　１０地区 1 0.5% 0 0.0% 197 94.7% 0 0.0% 0 0.0% 10 4.8% 0 0.0% 208

小計 5 0.3% 1 0.1% 577 30.9% 0 0.0% 0 0.0% 1286 68.8% 0 0.0% 1869

神戸市西区糀台６丁目 西神中央公園 23 3.9% 18 3.0% 544 91.6% 6 1.0% 0 0.0% 3 0.5% 0 0.0% 594

神戸市東灘区御影塚町２ 処女塚古墳 0 0.0% 0 0.0% 5 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 977 99.5% 0 0.0% 982

神戸市東灘区住吉山手９ 寒天橋付近 8 10.5% 5 6.6% 10 13.2% 5 6.6% 48 63.2% 0 0.0% 0 0.0% 76

神戸市東灘区住吉山手８－７ 赤塚山北公園 38 14.5% 6 2.3% 208 79.4% 3 1.1% 0 0.0% 7 2.7% 0 0.0% 262

西宮市上ヶ原１番町１ 関西学院上ヶ原キャンパス 7 1.8% 0 0.0% 367 92.0% 2 0.5% 0 0.0% 23 5.8% 0 0.0% 399

西宮市上甲東園３－５ からたち公園 2 3.6% 0 0.0% 4 7.3% 0 0.0% 0 0.0% 49 89.1% 0 0.0% 55

明石市小久保1-10-3 上ｹ池公園 2 1.4% 0 0.0% 46 32.6% 0 0.0% 0 0.0% 93 66.0% 0 0.0% 141
兵庫県 計 85 1.9% 30 0.7% 1761 40.2% 16 0.4% 48 1.1% 2438 55.7% 0 0.0% 4378

大阪府 寝屋川市三井が丘 　 0 0.0% 0 0.0% 543 86.1% 0 0.0% 0 0.0% 88 13.9% 0 0.0% 631

愛知県 名古屋市港区港明１－２０ 港北公園 0 0.0% 0 0.0% 320 67.2% 0 0.0% 0 0.0% 156 32.8% 0 0.0% 476

名古屋市港区港明２－５－５ 東邦ガス港明管理センター① 0 0.0% 0 0.0% 400 52.2% 0 0.0% 0 0.0% 367 47.8% 0 0.0% 767

東邦ガス港明管理センター② 0 0.0% 0 0.0% 729 91.2% 0 0.0% 0 0.0% 70 8.8% 0 0.0% 799

小計 0 0.0% 0 0.0% 1129 72.1% 0 0.0% 0 0.0% 437 27.9% 0 0.0% 1566

名古屋市中区橘２丁目 下茶屋公園 0 0.0% 0 0.0% 548 72.9% 0 0.0% 0 0.0% 204 27.1% 0 0.0% 752
愛知県 計 0 0.0% 0 0.0% 1997 71.5% 0 0.0% 0 0.0% 797 28.5% 0 0.0% 2794

静岡県 静岡市葵区柚木 柚木公園（靖国神社内） 1 2.5% 0 0.0% 30 75.0% 0 0.0% 0 0.0% 9 22.5% 0 0.0% 40

東邦テナックス㈱　三島事業所 0 0.0% 0 0.0% 391 86.9% 1 0.2% 0 0.0% 58 12.9% 0 0.0% 450
静岡県 計 1 0.2% 0 0.0% 421 85.9% 1 0.2% 0 0.0% 67 13.7% 0 0.0% 490

山梨県 北杜市 あかげら1 0 0.0% 0 0.0% 2 2.9% 0 0.0% 49 70.0% 0 0.0% 19 27.1% 70

あかげら2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 11 73.3% 0 0.0% 4 26.7% 15

あかげら3 0 0.0% 0 0.0% 3 18.8% 0 0.0% 8 50.0% 0 0.0% 5 31.3% 16

あかげら4 0 0.0% 0 0.0% 2 6.3% 0 0.0% 21 65.6% 0 0.0% 9 28.1% 32

あかげら5 6 75.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 25.0% 0 0.0% 0 0.0% 8
小計 6 4.3% 0 0.0% 7 5.0% 0 0.0% 91 64.5% 0 0.0% 37 26.2% 141

神奈川県 横浜都築中央公園 サイト１ 38 29.2% 9 6.9% 62 47.7% 21 16.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 130

サイト２ 36 48.0% 5 6.7% 34 45.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 75

サイト３ 13 48.1% 1 3.7% 4 14.8% 8 29.6% 1 3.7% 0 0.0% 0 0.0% 27
小計 87 37.5% 15 6.5% 100 43.1% 29 12.5% 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 232

東京都 外堀公園 市ヶ谷～法政大学 0 0.0% 107 39.1% 167 60.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 274

市ヶ谷から四谷より 5 1.8% 131 46.5% 146 51.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 282

小計 5 0.9% 238 42.8% 313 56.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 556

葛西臨海公園 ホテル裏 0 0.0% 60 10.5% 485 84.8% 0 0.0% 0 0.0% 27 4.7% 0 0.0% 572

第２売店裏 1 0.1% 7 0.7% 944 99.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.2% 0 0.0% 954

小計 1 0.1% 67 4.4% 1429 93.6% 0 0.0% 0 0.0% 29 1.9% 0 0.0% 1526

ヒグラシ クマゼミ エゾゼミニイニイゼミ ミンミンゼミ アブラゼミ　 ツクツクボウシ
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表１　各サイトの種、雌雄別抜け殻採集数 2

都道府県名調査地名 サイト名 総計ヒグラシ クマゼミ エゾゼミニイニイゼミ ミンミンゼミ アブラゼミ　 ツクツクボウシ

国分寺X山 A 0 0.0% 17 5.1% 171 51.7% 97 29.3% 46 13.9% 0 0.0% 0 0.0% 331

B 0 0.0% 0 0.0% 31 64.6% 1 2.1% 16 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 48

小計 0 0.0% 17 4.5% 202 53.3% 98 25.9% 62 16.4% 0 0.0% 0 0.0% 379

小金井公園 梅林付近 47 12.3% 1 0.3% 312 81.7% 22 5.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 382

小石川植物園 梅園横 63 33.3% 3 1.6% 112 59.3% 11 5.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 189

石神井公園 さくら広場・くぬぎ広場 1 0.1% 379 35.3% 628 58.4% 66 6.1% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 1075

大泉公園 四季の広場 13 0.3% 157 3.8% 3664 89.8% 245 6.0% 0 0.0% 3 0.1% 0 0.0% 4082

都立井の頭恩賜公園 第二公園 298 22.9% 124 9.5% 726 55.9% 132 10.2% 19 1.5% 0 0.0% 0 0.0% 1299

都立代々木公園 　 177 11.9% 34 2.3% 1177 78.9% 84 5.6% 0 0.0% 19 1.3% 0 0.0% 1491

野川公園 北地区 79 4.2% 8 0.4% 1163 61.2% 649 34.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1899

日比谷公園 １．郷土の森 85 27.2% 6 1.9% 219 70.2% 2 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 312

２．野外音楽堂入り口 54 11.7% 21 4.6% 385 83.5% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 461

３．野外大音楽堂東 246 32.3% 103 13.5% 411 54.0% 1 0.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 761

４．雲形池南 4 15.4% 0 0.0% 22 84.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 26

５．雲形池西 48 3.9% 247 20.2% 878 71.7% 52 4.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1225

６．日比谷パレス 9 4.2% 49 23.1% 127 59.9% 27 12.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 212

７．首賭けイチョウ 295 29.7% 118 11.9% 560 56.5% 19 1.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 992

８．事務所前アメリカスズカケ 131 58.5% 3 1.3% 81 36.2% 9 4.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 224

９．テニスコート東クスノキ 45 24.7% 1 0.5% 135 74.2% 1 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 182

小計 917 20.9% 548 12.5% 2818 64.1% 112 2.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4395
東京都 計 1601 9.3% 1576 9.1% 12544 72.7% 1419 8.2% 82 0.5% 51 0.3% 0 0.0% 17273

千葉県 流山市東福寺 　 118 12.0% 297 30.2% 528 53.7% 41 4.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 984

埼玉県 蕨市民公園 サイトＡ 0 0.0% 0 0.0% 261 89.4% 0 0.0% 0 0.0% 31 10.6% 0 0.0% 292

サイトＢ 0 0.0% 7 1.4% 494 98.4% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 502
小計 0 0.0% 7 0.9% 755 95.1% 0 0.0% 0 0.0% 32 4.0% 0 0.0% 794

群馬県 藤岡市岡之郷緑地公園 　 328 38.0% 4 0.5% 493 57.1% 38 4.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 863

新潟県 新潟県五泉市 粟島公園エリア① 1 0.1% 0 0.0% 1049 99.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1050

粟島公園エリア② 1 0.1% 0 0.0% 816 99.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 817

粟島公園エリア③ 0 0.0% 0 0.0% 840 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 840

粟島公園エリア④ 0 0.0% 0 0.0% 693 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 693
小計 2 0.1% 0 0.0% 3398 99.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 3400

青森県 青森市合子沢山崎１５４－３ 青森市立大駐車場 41 48.2% 0 0.0% 42 49.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 2.4% 85

総計 2269 7.1% 1929 6.0% 22589 70.4% 1544 4.8% 222 0.7% 3473 10.8% 39 0.1% 32065
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都道府県名 調査地名 サイト名 周辺の環境 調査場所の様子 調査場所の地面
兵庫県 神戸市垂水区学が丘南公園 　６地区 里･丘陵 都市公園 一面に下草・落ち葉
兵庫県 神戸市垂水区学が丘南公園 　７地区 里･丘陵 都市公園 一面に下草・落ち葉
兵庫県 神戸市垂水区学が丘南公園 　８地区 里･丘陵 都市公園 一面に下草・落ち葉
兵庫県 神戸市垂水区学が丘南公園 １０地区 里･丘陵 都市公園 一面に下草・落ち葉
兵庫県 明石市小久保1-10-3 上ｹ池公園 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
兵庫県 西宮市上甲東園３－５ からたち公園 平地 都市公園 土が露出
兵庫県 西宮市上ヶ原１番町１ 関西学院上ヶ原キャンパス 平地 その他 土が露出
兵庫県 神戸東灘区住吉山手８－７ 赤塚山北公園 里･丘陵 都市公園 下草・落ち葉がまばら
兵庫県 神戸市東灘区御影塚町２ 処女塚古墳 平地 都市公園 土が露出
兵庫県 神戸市西区糀台６丁目 西神中央公園 里･丘陵 自然公園・保存緑地 下草・落ち葉がまばら
兵庫県 神戸市東灘区住吉山手９ 寒天橋付近 里･丘陵 自然公園・保存緑地 土が露出
大阪府 寝屋川市三井が丘 　 その他 個人宅庭 下草・落ち葉がまばら
愛知県 名古屋市中区橘２丁目 下茶屋公園 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
愛知県 名古屋市港区港明１－２０ 港北公園 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉
愛知県 名古屋市港区港明２－５－５ 東邦ガス港明管理センター② 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉
愛知県 名古屋市港区港明２－５－５ 東邦ガス港明管理センター① 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉
静岡県 静岡市葵区柚木 柚木公園（靖国神社内） 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
静岡県 東邦テナックス㈱　三島事業所 平地 その他 一面に下草・落ち葉
山梨県 北杜市 あかげら1 里･丘陵 個人宅庭 下草・落ち葉がまばら
山梨県 北杜市 あかげら2 里･丘陵 その他 一面に下草・落ち葉
山梨県 北杜市 あかげら3 里･丘陵 その他 一面に下草・落ち葉
山梨県 北杜市 あかげら4 里･丘陵 その他 一面に下草・落ち葉
山梨県 北杜市 あかげら5 里･丘陵 街路 一面に下草・落ち葉
神奈川県 横浜都築中央公園 サイト１ 里･丘陵 自然公園・保存緑地 下草・落ち葉がまばら
神奈川県 横浜都築中央公園 サイト３ 里･丘陵 自然公園・保存緑地 下草・落ち葉がまばら
東京都 都立井の頭恩賜公園 第二公園 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 外堀公園 市ヶ谷から四谷より 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 外堀公園 市ヶ谷～法政大学 平地 都市公園 土が露出
東京都 大泉公園 四季の広場 平地 都市公園 土が露出
東京都 野川公園 北地区 平地 都市公園 土が露出
東京都 石神井公園 さくら広場・くぬぎ広場 平地 都市公園 土が露出
東京都 小石川植物園 梅園横 平地 その他 一面に下草・落ち葉
東京都 葛西臨海公園 ホテル裏 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 葛西臨海公園 第２売店裏 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 都立代々木公園 　 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 日比谷公園 １．郷土の森 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 日比谷公園 ２．野外音楽堂入り口 平地 都市公園 土が露出
東京都 日比谷公園 ３．野外大音楽堂東 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉
東京都 日比谷公園 ４．雲形池南 平地 都市公園 土が露出
東京都 日比谷公園 ５．雲形池西 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 日比谷公園 ６．日比谷パレス 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 日比谷公園 ７．首賭けイチョウ 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 日比谷公園 ８．事務所前アメリカスズカケ 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 日比谷公園 ９．テニスコート東クスノキ 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
東京都 国分寺X山 A 平地 自然公園・保存緑地 一面に下草・落ち葉
東京都 小金井公園 梅林付近 里･丘陵 自然公園・保存緑地 下草・落ち葉がまばら
千葉県 流山市東福寺 　 平地 寺社 下草・落ち葉がまばら
埼玉県 蕨市民公園 サイトＡ 平地 都市公園 土が露出
埼玉県 蕨市民公園 サイトＢ 平地 都市公園 土が露出
群馬県 藤岡市岡之郷緑地公園 　 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら
新潟県 新潟県五泉市 粟島公園エリア④ 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉
新潟県 新潟県五泉市 粟島公園エリア③ 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉
新潟県 新潟県五泉市 粟島公園エリア② 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉
新潟県 新潟県五泉市 粟島公園エリア① 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉
青森県 青森市合子沢山崎１５４－３ 青森市立大駐車場 平地 その他 一面に下草・落ち葉
新潟県 新潟県五泉市 粟島公園エリア④ 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉

表２　　各サイトの周辺環境、調査場所の様子、調査場所の地面
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図１　首都圏と関西地区のセミの構成比較
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図２a  採集された種数と周辺の環境
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図2b  採集された種数と調査地の様子
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図2c　採集された種数と調査地の地面
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図３a　周辺の環境　（アブラゼミの抜け殻比率）
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図３b　調査場所の様子　（アブラゼミの抜け殻比率）
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図３c　調査場所の様子　（アブラゼミの抜け殻比率）
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図4c  調査場所の地面　（クマゼミの抜け殻の有無）

一面に下草・落ち葉

下草・落ち葉がまばら

土が露出
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図4a  周辺の環境　（クマゼミの抜け殻の有無）
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図4b  調査場所の様子　（クマゼミの抜け殻の有無）
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図5a  周辺の環境　（ニイニイゼミの抜け殻の有無）
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図5b  調査場所の様子　（ニイニイゼミの抜け殻の有無）
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図5c  調査場所の地面　（ニイニイゼミの抜け殻の有無）

一面に下草・落ち葉

下草・落ち葉がまばら

土が露出

P<0.01

N.S.
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図６a  周辺の環境　（ミンミンゼミの抜け殻の有無）
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図６b  調査場所の様子　（ミンミンゼミの抜け殻の有無）
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図６c  調査場所の地面　（ミンミンゼミの抜け殻の有無）

一面に下草・落ち葉

下草・落ち葉がまばら

土が露出

P<0.01

N.S.n=27

n=30
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図７a  周辺の環境　（ツクツクボウシの抜け殻の有無）
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図７b  調査場所の様子　（ツクツクボウシノの抜け殻の有無）
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図７c  調査場所の地面　（ツクツクボウシの抜け殻の有無）

一面に下草・落ち葉

下草・落ち葉がまばら

土が露出

P<0.05

n=31

n=26

N.S.
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図８a  周辺の環境　（ヒグラシの抜け殻の有無）
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図８b  調査場所の様子　（ヒグラシの抜け殻の有無）
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図８c  調査場所の地面　（ヒグラシの抜け殻の有無）

一面に下草・落ち葉

下草・落ち葉がまばら

土が露出

N.S.
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